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個を磨き、多様な力を掛け合わせたチームで、
イノベーションを創出します。

人財戦略

（株）電通グループ
グローバル CHRO

谷本 美穂

電通グループは、クライアントとともに、人・企
業・社会の成長を実現する会社です。世界で最も
クライアントの成長に貢献できるGrowth Partner

を目指し、すべての取り組みにおいて、顧客起
点（Client Centricity）、機動力（Agil ity）、協働
（Collaboration）を大切にしています。
この価値を生み出すのは、人です。世界中の電通

グループの人財が共有する「イノベーションの力で
人の心を動かしたい」という価値観と文化こそが、価
値創造の原動力です。
日本事業は着実に成長を続ける一方、海外では構
造改革を進めています。世界各地の事業や組織を見
てきた中で実感しているのは、成果を上げている組
織には共通した特徴があるということです。それは、
顧客起点で考え、多様な専門性を持つ人財が領域
を越えてつながり、One Teamとして価値を創造して
いること。そして、それを熱量ある企業文化が支えて
いることです。
電通グループでは、「人」「チーム」「企業文化」の3

つが競争力の源泉であると捉えています。この考え
を人的資本ビジョン「一人ひとりが高め合い、領域
を越えてつながるチームで価値を創造する。」として

掲げています。
その実現に向けて、「個としての卓越した自律と成
長」「多様な専門性を掛け合わせたチーミング」「イノ
ベーションを生み出す熱量ある企業文化」の3つを
重点テーマとし、人的資本への投資を通じて、持続
的な事業成長を支えていきます。
そして今、生成AIをはじめとするテクノロジーの進
化は、個人の力とチームの可能性を押し広げていま
す。人の持つ強み、すなわち創造力、好奇心、意志、
そして経験に裏打ちされた判断力の総体を「People 

In te l l igence（PI）」と捉え、PIとAI（Art i f i c ia l 

Intelligence）を掛け合わせることで、一人ひとりの可能性を最大化し、
チームの力を高め、新たな価値創造を加速させていきます。個人の力
を組織や地域、専門領域を越えてつなぎ、学び合い、共創するリーダー
シップによって、一人では実現できない価値を生み出していきます。
こうした取り組みを支えるのが、「社員を信じ、社員の活力を引き出す」

という人事ポリシーです。一人ひとりの「貢献したい」「成長したい」とい
う意欲と可能性を信じ、その発揮を妨げる障壁を取り除き、挑戦を後押
しする。人が生き生きと働き、挑戦から学び、互いに高め合う組織である
こと。それこそが、企業の持続的な成長と社会への価値創造を実現する
基盤であり、すべての人事施策に通底する考え方です。

新たな価値創造への挑戦

個としての卓越した自律と成長
人

多様な専門性を掛け合わせたチーミング
チーム

イノベーションを生み出す熱量ある企業文化
企業文化

人的資本の３つの構成要素

（Artificial Intelligence）AI

人的資本ビジョン 一人ひとりが高め合い、領域を越えてつながるチームで価値を創造する。

「社員を信じ、社員の活力を引き出す。」　人事ポリシー

（People Intelligence）PI
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自ら学び、挑戦し続ける個人の成長を支援

従業員が確固たる専門性を持ち、自らの意志で
キャリアを切り拓き、その専門性を磨き続けることは、
VUCA時代には不可欠です。私たちは、個人のスキ
ル・能力向上にとどまらず、多様なチームで価値を出
し続けられる力、これをリーダーシップと呼び、その
向上を目指しています。その基盤として、従業員全員
の行動指針である「dentsu Leadership Attributes 

(dLA)」を定め、電通グループらしい価値観と誰もが
発揮すべきリーダーシップ行動を言語化しています。
dLAは従業員の目標設定やマネージャー向けフィー
ドバックにも組み込まれており、dLAで示した行動が
評価に反映される仕組みを設けています。
一人ひとりの成長を支える具体的な仕組みの

ひとつが、2024年以降全社で展開する「People 

Discussion」です。これは、前述のdLAで定められた

行動の発揮度合いと業務パフォーマンスを指標とし
て、事業やコーポレート部門のリーダーたちが定期的
にチームメンバーの人財レビューを行い、成長支援策
を前向きに議論する対話の場です。評価を決定する
ことが目的ではなく、一人ひとりの成長ポテンシャル
に目を向けることで、従業員のキャリア自律意識とマ
ネージャー層の育成意識を高め、適所適材の異動や
ポテンシャル人財への成長投資など、戦略的な人事
の実践へとつなげています。

この議論で見えてきた成長の可能性には積極的
に投資を行っています。例えば、次世代を担うグロー
バル人財を他国でのアサインメントに派遣するなど
継続的な育成に力を注いでいます。多様なマーケッ
トで挑戦し、異なる文化のなかでリーダーシップを発
揮する経験こそが、グローバルに競争力を発揮でき
るリーダーを育てるからです。「dentsu Leadership 

Connect」や「dentsu NEXT 20」といったプログラム
を通じ、世界各地の優れた従業員がつながり、あるい
は現場での実務経験を通して視座を高めていくプロ
セスを重視しています。また、新規クライアントの開拓
とビジネス拡大に特化したケイパビリティの開発や、
日本で培われた能力を海外にも広げる「Eigyoプログ
ラム」などを通じ、現場で成果を生み出せる人財の育
成も着実に進めています。

多様な専門性の掛け合わせで価値を生
むチーミングの推進

電通グループの強みは、多様なプロフェッショナ
ルが集まり、その能力や視点を掛け合わせることで
生み出す創造力にあります。多様性はそれ自体が目
的ではなく、イノベーションの源泉です。最大市場で
ある日本では、「多様な個の能力解放と無限の掛け
算の全員推進」を掲げてDEI活動を推進しています。
女性管理職向けのメンタリングや各社ごとのきめ細
かいアクションリスト策定を通じたジェンダー課題
への取り組み、マネジメント層の意識改革といった、
制度だけでなく意識と行動の変容を伴う真のインク
ルージョンを目指しています。
私たちはチーム力を拡張するものとしてもAIを活
用しており、そのケイパビリティやマインドセットの
強化については、各地域でスピーディに多くの取り
組みが、会社発・従業員発を問わず多数生まれてい

ます。ツールや研修の提供にとどまらず、地域を越
えたコミュニティーを通じて情報やノウハウを共有
し学び合うことで、グローバル全体でのコラボレー
ションを促し、ケイパビリティの総体を底上げしてい
ます。日本では独自の認定制度を導入しAIスキル
アップを支援しており、領域別研修の受講者はのべ
20,848名に到達しています（2026年5月現在）。同
時に、部署や専門性を超えたチーミングを促進する
ため、公募による社内インターン制度など、地域や個
社の枠を越えたネットワーキング施策を展開してい
ます。

こうした積み重ねにより、グローバルで実施してい
るエンゲージメント調査におけるコラボレーションス
コアも良好な水準を維持しており、組織の枠を越え
た協働が電通グループの日常として根づいているこ
とを示しています。ハイブリッドワークの利便性を残
しつつ、対面でのコラボレーションを推奨する社内
イベントを各地で開催するなど、従業員の働きやす
さを整えながら、持続的な競争力につながるチーム
環境づくりを進めています。

事業の戦略的パートナーとしての人事

個人とチームの成長を支える機能として、人事部
門自身も事業の戦略的パートナーとして貢献を高め
るべく変革を続けています。各地域にHRビジネス

人財戦略

多様なアイデアを 
受け入れ掛け合わせる。

「素晴らしい仕事」を 
進化させる。

新しいことに果敢に 
チャレンジする。

自ら考え、 
自ら変革を起こす。

自分より優れた人財を 
育成する。

クライアントの本質的な成長に 
貢献する。

揺るぎないインテグリティとともに。

dentsuのリーダーに求められる6つの行動
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パートナーを配置し、事業リーダーとともに現場の課
題に即した人財マネジメントを推進しています。ま
た、職務・等級を体系化したキャリアフレームワーク
のグローバル統一に着手し、人財データ基盤の整備
を推進。国や組織の枠を越えた機会創出と戦略的な
人財配置を可能にすることを目指しています。この
人財データ基盤によって最適なチーム組成や人財
のアサインなどを実現することができるため、人財
を当社グループのサービスの源泉と考えるさまざま
なクライアントからも高い評価をいただいています。
更に、人事関連の問い合わせに対応するAIベース
のチャットボットなど、HRプロセスへのAI組み込み
によるサービス品質向上にも取り組み、従業員一人
ひとりにとってより良い体験を届けられる組織へと
進化を続けています。

イノベーションを推進する 
顧客起点文化の醸成

クライアントに貢献し、ともに価値を生み出したい
という熱い想い、チーム一丸となって困難な課題に
挑む協働の姿勢、仲間の成功を自分のことのように
喜ぶ利他の精神、好奇心を持って自発的に動くプロ
アクティブ性。これらの姿勢が、当社グループの競
争力の根幹です。私たちはこの文化を世界中の従
業員と共有し、互いに影響し切磋琢磨することでイノ
ベーションを生み出す土壌へと進化させています。

多様な地域の従業員がそれぞれの個性を持ち寄る
ことで、より豊かな文化へと育てていきたいと考えて
います。 
その実現を支える取り組みとして、素晴らしい
仕事をした仲間を讃え合うレコグニション施策を
展開しています。グローバル社内表彰制度である
「Northstar Awards」では、成果そのものだけでな
く、いかに成果を出したかというプロセスも評価して
います。クライアントへの約束である「Innovating to 

Impact」を体現する10のカテゴリーにおいて、働き
方の改善から画期的なアイデアの提供、社会へのポ
ジティブな変化まで、そして個人からチームまで、既
存の枠を越えた挑戦を広く称賛しています。こうした
表彰をはじめ、日常的に同僚へ感謝を伝え合うツー
ルを通じて、称賛と感謝が日々交わされることが挑
戦する意欲を支え、次の一歩を後押ししています。 
また、経営層と従業員がオープンでフランクに対
話する機会を、地域や部門を越えて数多く設けてい
ます。タウンホールミーティングやラウンドテーブ
ルなど形式はさまざまですが、共通するのは、経営
の想いを一方的に伝えるのではなく、従業員との双
方向のやりとりを大切にしている点です。例えば、
2026年度よりグローバルCEOに就任した佐野は、
就任直後の4月、世界中の従業員に自ら直接語りか
ける場として「Taiwaセッション」を立ち上げました。
グローバルCEOとしての想いやパーソナルな一面
も交えながら、従業員から寄せられた質問にその場

で答え、コラボレーションや利他の精神の重要性を
自身の言葉で語る場となりました。経営層が自らの
言葉で文化を語り、世界中の従業員と対話を重ねて
いくことが、文化を組織の隅々にまで行き渡らせる
動力となっています。
私たちは、この電通グループの文化こそが、従業

員のみならず世界中のクライアントや優秀な人財を
惹きつける最大の魅力であると考えています。この文
化を更に磨き、未来へとつないでいきたい、という思
いとともに、人財戦略を前に進めていきます。

人財戦略

主な指標と実績

従業員がチーム・組織に前向きに貢献しようとしている（エンゲージメントが高い状態）

エンゲージメントスコア
2023年 2024年 2025年

66 66 66

従業員が十分な成長機会を得て、ケイパビリティを獲得している

成長スコア 66 66 66

後継者パイプラインが十分に構築されている（リーダーが育っている）

グループ・エグゼクティブ・マネジメントの後継者準備率 なし 100%
緊急カバーを含む

100%
緊急カバーを含む

多様な属性人財が力を発揮し、活躍している（まずはジェンダーに着目）

女性リーダー比率 32.4% 32.5% 25.4%（米国を除く）
※2025年より「リーダー」の定義を変更

従業員同士が互いに尊重し合いながら働いている

敬意スコア 78 77 79

従業員間で活発なコラボレーションが行われている

コラボレーションスコア 69 68 69

高いインテグリティのもと、正しい行動が実践されている

個人のインテグリティスコア 81 80 82
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